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定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
る
こ
と

で
、
睡
眠
段
階
判
定
の
補
正
を
行

う
手
法
も
提
案
し
て
い
ま
す
。
以

上
の
よ
う
に
、
無
拘
束
で
計
測
し

た
生
体
情
報
か
ら
睡
眠
段
階
を
推

定
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
は
ベ
ッ

ド
の
上
に
寝
る
だ
け
で
、
一
晩
の

睡
眠
段
階
の
推
移
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
本
研
究
室
で
は
、
上
記
の
睡
眠

段
階
推
定
シ
ス
テ
ム
以
外
に
も
、

高
齢
者
の
転
倒
検
知
、
睡
眠
中

の
呼
吸
停
止
検
知
、
膀
胱
内
蓄
尿

量
予
測
な
ど
、
高
齢
者
がW

ell-

Being

な
状
態
で
生
活
す
る
た
め
に

重
要
な
健
康
福
祉
分
野
に
お
け
る

技
術
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
高
齢
社
会
で
は
、
社
会
保
障
費

の
増
大
、
介
護
負
担
の
増
大
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
様
々
な

問
題
が
起
こ
り
、
日
本
だ
け
で
は

な
く
世
界
的
な
問
題
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
安
全

に
、
安
心
し
てW

ell-Being

な
状
態
で

生
活
す
る
た
め
に
は
、
行
政
に
よ
る
医
療

福
祉
の
制
度
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
産
業
、

学
術
研
究
に
よ
る
科
学
技
術
的
な
支
援
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
中
で
、
今
回
の

よ
う
に
「
次
世
代W

ell-Being
」
の
研

究
ブ
ラ
ン
ド
の
旗
の
も
と
で
、
異
な
る
研

究
分
野
の
研
究
者
が
組
織
的
に
連
携
し
、

学
際
的
に
各
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
事

業
は
、
日
本
を
含
む
先
進
諸
国
の
か
か
え

る
諸
問
題
の
解
決
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
知
識
教
育
分
野
の
研
究
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
栗
原
研
究
室
で
は
、
計
測
技
術
、
信
号

処
理
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計
測
対
象
は

特
に
限
定
し
て
お
ら
ず
、
言
語
学
習
時
に

お
け
る
脳
血
流
量
を
計
測
す
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
建
設
時
に
お
け
る
杭
の
掘
削
孔
の

形
状
や
地
盤
の
固
さ
の
計
測
、
ゴ
ル
フ
ス

イ
ン
グ
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
ヘ
ッ
ド
の
軌
跡

を
計
測
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
々
で
社
会
ニ
ー
ズ
が
あ
る
も
の
を
計
測

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代W

ell-Being

に
お
け
る
健
康

福
祉
分
野
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
人
間

の
生
体
情
報
、
動
き
を
計
測
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
の
健
康
管
理
を
支
援
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
特
に
睡
眠
の
質
を
無
拘
束
で

日
々
の
睡
眠
の
質
を
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
、
健
康
管
理
の
一
助
と
な
り
ま
す
。

無
拘
束
生
体
情
報
計
測
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

睡
眠
段
階
推
定
シ
ス
テ
ム

　
本
研
究
室
で
は
、
無
拘
束
で
睡
眠
中
の

脈
波
、
呼
吸
、
イ
ビ
キ
、
体
動
な
ど
の
生

体
情
報
を
計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

て
お
り
、
計
測
さ
れ
た
生
体
情
報
か
ら
睡

眠
段
階
を
推
定
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
図
1
に
、
無
拘
束
生
体
情
報
計
測
シ
ス

テ
ム
を
示
し
ま
す
。
図
1
の
ベ
ッ
ド
に

は
、
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
の
下
に
わ
ず
か
に
空

気
の
入
っ
た
エ
ア
マ
ッ
ト
レ
ス
が
設
置
し

て
あ
り
、
そ
の
中
の
空
気
の
圧
力
を
高
感

度
圧
力
セ
ン
サ
で
計
測
し
ま
す
。
こ
の
状

態
で
ベ
ッ
ド
の
上
に
横
に
な
る
と
、
心
臓

の
脈
動
、
呼
吸
に
と
も
な
う
横
隔
膜
の
運

動
、
イ
ビ
キ
、
寝
返
り
に
と
も
な
う
体
動

な
ど
に
よ
る
様
々
な
振
動
が
ベ
ッ
ド
マ
ッ

ト
を
伝
搬
し
、
エ
ア
マ
ッ
ト
内
の
空
気
の

圧
力
を
変
化
さ
せ
ま
す
。
こ
の
圧
力
変
化

を
高
感
度
圧
力
セ
ン
サ
で
計
測
す
る
こ
と

で
、
体
に
セ
ン
サ
を
設
置
す
る
こ
と
な
く
、

脈
波
、
呼
吸
、
イ
ビ
キ
、
体
動
を
計
測
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
計
測
し
た
脈
波
な

覚
醒
も
増
え
、
質
の
高
い
睡
眠
を
と
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
高
齢

者
で
は
、
た
と
え
長
時
間
睡
眠
を
と
っ
た

と
し
て
も
、
疲
労
が
蓄
積
さ
れ
た
ま
ま
起

床
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
日
々
の

睡
眠
の
状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
自
分

の
睡
眠
状
態
を
客
観
的
に
把
握
で
き
れ
ば
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

少
し
で
も
質
の
高
い
睡
眠
へ
と
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
Ｒ
─
Ｋ
法

に
お
け
る
睡
眠
段
階
の
判
定
で
は
、
電
極

を
顔
中
に
貼
っ
た
ま
ま
就
寝
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
日
々
の
睡
眠
段
階
の
推
移
を

計
測
す
る
の
は
困
難
で
す
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
自
宅
で
電
極
な
ど
の
セ
ン
サ
を

体
に
設
置
す
る
こ
と
な
く
無
拘
束
で
睡

眠
段
階
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

睡
眠
の
質
と
健
康
管
理
の
た
め
の

睡
眠
状
態
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
睡
眠
は
、
我
々
人
間
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
質
の
高
い
睡
眠

は
、
脳
と
体
の
疲
労
回
復
や
免
疫
機
能

の
向
上
に
つ
な
が
り
、W

ell-Being
な

生
活
を
送
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で

す
。
睡
眠
の
質
は
、
国
際
標
準
で
あ
る

Rechtschaffen &
 K

ales

法
（
以
下

Ｒ
─
Ｋ
法
）
に
よ
り
評
価
さ
れ
ま
す
。
Ｒ

─
Ｋ
法
で
は
、
一
晩
の
睡
眠
時
間
を
30
秒

～
1
分
毎
に
区
切
り
、
睡
眠
中
に
計
測
し

た
脳
波
、
眼
球
運
動
、
あ
ご
筋
電
（
咀
嚼

す
る
筋
肉
を
動
か
す
と
き
の
電
圧
）
を
も

図 1

健
康
福
祉
分
野

2
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と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
覚
醒
、
レ
ム

睡
眠
（
夢
を
み
る
睡
眠
）、
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
1
、
2
、
3
、
4
の
6
段
階
の
睡
眠
段

階
に
分
類
し
ま
す
。
特
に
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

3
、
4
は
徐
波
睡
眠
と
呼
ば
れ
る
深
い
睡

眠
状
態
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
放
出
さ
れ
、
筋
肉
や
骨
の
成
長
、

胃
腸
や
肌
の
修
復
、
さ
ら
に
は
疲
労
の
回

復
が
行
わ
れ
ま
す
。
理
想
的
な
睡
眠
段
階

の
推
移
は
、
入
床
し
て
か
ら
、
深
い
睡
眠

段
階
が
現
れ
る
ま
で
の
時
間
が
短
く
、
さ

ら
に
明
け
方
に
向
か
っ
て
浅
い
睡
眠
と
深

い
睡
眠
を
約
90
分
周
期
（
ウ
ル
ト
ラ
デ
ィ

ア
ン
リ
ズ
ム
）
で
繰
り
返
し
、
徐
々
に
浅

い
睡
眠
段
階
へ
推
移
し
起
床
す
る
睡
眠
で

す
。
し
か
し
、
加
齢
に
と
も
な
い
徐
波
睡

眠
の
出
現
率
は
低
下
し
、
睡
眠
中
の
途
中

大
学
理
工
学
部
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
准
教
授
。
専
門

は
シ
ス
テ
ム
工
学
、
セ
ン
シ
ン
グ
工
学
。
法
政
大
学
工

学
部
シ
ス
テ
ム
制
御
工
学
科
卒
業
、
同
大
大
学
院
工
学

研
究
科
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、
同
博
士

課
程
修
了
（
工
学
博
士
）。
日
立
ソ
フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
株
式
会
社
、
成
蹊
大
学
理
工
学
部
情
報
科
学
科

助
教
を
経
て
、
２
０
１
３
年
4
月
か
ら
現
職
。
主
な
著

書
に
、『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス 

神
経
メ
カ
ニ
ク

ス
と
運
動
制
御
』『
も
の
づ
く
り
の
た
め
の
創
造
性
ト

レ
ー
ニ
ン
グ 

温
故
創
新
』（
共
著
）『
ハ
ン
デ
ィ
ブ
ッ

ク 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
』
等
。「IoT

時
代
に
お
け
る
新

規
マ
ー
ケ
ッ
ト
展
開
へ
向
け
た
、
も
の
づ
く
り
の
た
め

の
既
存
技
術
の
水
平
展
開
」
と
題
し
、
日
本
設
備
管
理

学
会
に
て
招
待
講
演
。

Profile

ど
の
生
体
情
報
に
は
、
自
律
神
経
の
働
き

な
ど
様
々
な
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
睡
眠
段
階
を
推

定
し
ま
す
。
さ
ら
に
睡
眠
段
階
推
移
に
お

け
る
ウ
ル
ト
ラ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
の
準
周

期
性
を
表
す
モ
デ
ル
に
も
と
づ
く
状
態
推


